
1998年出上の木簡
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１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
広
坂

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
―

一
九
九
七

年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
楠
　
正
勝

・
庄
田
知
充

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
寺
院
跡

・
居
館
跡

・
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

広
坂
遺
跡
は
、
小
立
野
台
地
先
端
部
に
設
け
ら
れ
た
金
沢
城
の
南
側
に
位
置

し
、
遺
跡
の
南
端
は
、
金
沢
城

外
堀
に
あ
た
る
西
外
総
構
堀
に

よ
っ
て
区
画
さ
れ
る
。
広
坂
は

藩
政
期
に
は

「堂
形
前
」
と
呼

ば
れ
、
お
も
に
前
田
家
の
重
臣

の
屋
敷
地
が
配
置
さ
れ
た
所
で

あ
る
。

昨
年
度
ま
で
の
第

一
次
―
第

三
次
調
査
で
、
遺
跡
の
南
東
部

計
七
五
〇
〇
ド
を
発
掘
し
、
弥
生
時
代
か
ら
近
世
に
至
る
遺
構
や
遺
物
を
検
出

し
た
。
そ
の
中
で
も
奈
良
時
代
１
平
安
時
代
の
寺
院
、
鎌
倉
時
代
末
期
―
室
町

時
代
の
居
館
、
江
戸
時
代
の
武
家
屋
敷
及
び
西
外
総
構
堀
の
土
居
が
見
つ
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
金
沢
市
中
心
部
が
古
代
以
来
、
北
加
賀
の

一
大
拠
点

だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

遺
跡
中
央
部
か
ら
は
古
代
の
瓦
が
大
量
に
出
上
し
た
。
ま
た
、
表
面
に

「寺
」
と
刻
ま
れ
た
平
瓦
や
、
外
面
高
台
内
に

「佛
」
と
彫
ら
れ
た
土
器
は
、

遺
跡
を
性
格
づ
け
る
遺
物
と
し
て
注
目
で
き
る
。
寺
域
の
南
東
隅
を
示
す
と
考

え
ら
れ
る
Ｌ
字
状
の
区
画
溝
と
掘
立
柱
建
物

・
竪
穴
建
物
も
遺
跡
南
東
部
か
ら

見
つ
か
っ
た
。

一
四
―

一
五
世
紀
頃
の
遺
物
を
包
含
す
る
三
条
の
堀
の
う
ち
、
外
側
の
二
条

の
堀
は
南
北
方
向
か
ら
西
へ
Ｌ
字
に
曲
折
す
る
。
そ
の
区
画
内
か
ら
、
大
量
の

石
及
び
古
代
の
瓦
と
と
も
に
中
世
の
遺
物
を
廃
棄
し
た
、
浅
い
土
坑
が
複
数
見

つ
か
っ
た
。
館
の
築
造
に
際
し
て
の
廃
棄
物
整
理
土
坑
で
あ
ろ
う
。

近
世
で
は
、
遺
跡
南
端
の
上
居
に
並
行
す
る
道
路
の
北
側
に
は
、
調
査
区
全

体
に
屋
敷
が
展
開
す
る
。
屋
敷
地
は

一
六
三
〇
年
頃
の
火
災
で
廃
さ
れ
る
ま
で
、

東
西
方
向
と
南
北
方
向
の
直
交
す
る
堀
で
区
画
さ
れ
る
。
屋
敷
の
住
人
は
不
明

だ
が
、
こ
の
時
期
、
遺
跡
南
東
部
に
、
鉄
津
と
輔
の
羽
口
を
大
量
に
廃
棄
し
た

土
坑
群
が
連
続
し
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
屋
敷
内
で
鉄
加
工
に
関
わ
る
生
産
活

動
が
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。　
三
ハ
五
〇
年
代
以
降
は
、
お
も
に
重
臣

の
屋
敷
地
だ
っ
た
こ
と
が
諸
絵
図
に
よ
り
わ
か
る
。
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）

(金 沢)



の
大
火
後
、
堂
形
前
が
火
除
地
に
な
っ
た
と

『金
沢
古
蹟
史
』
に
記
さ
れ
る
が
、

発
掘
調
査
か
ら
は
こ
の
時
期
に
、
後
述
の
Ｓ
Ｘ
二
〇
二
四
の
よ
う
な
巨
大
な
土

坑
が
三
基
以
上
掘
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
文
政
二
年

（
一
八
一
九
）
以
降

は
、
再
び
武
家
屋
敷
に
戻
さ
れ
、
幕
末
ま
で
武
茶
地
と
し
て
供
用
さ
れ
た
。
天

保

一
四
年

（
一
人
四
こ

頃
の
絵
図
に
は
、
北
側
に
前
田
内
蔵
之
助

（三
千
石
）
、

街
路
を
挟
ん
で
南
側
に
庄
田
兵
庫

（千
六
百
石
）
な
ど
七
家
の
屋
敷
地
が
描
か

れ
て
い
る
。

木
簡
い
は
、
方
形
土
坑
Ｓ
Ｘ
二
〇

一
三

（約
七
ｍ
四
方
、
深
さ
約
一
・
五
じ

か
ら
出
土
。
大
量
の
鉄
津
や
輔
の
羽
口
、　
一
七
世
紀
第

一
四
半
期
の
陶
磁
器
が

共
伴
し
た
。
ま
た
、
焼
成
後
底
部
に

「
天
下

一
」
と
釘
彫
さ
れ
た
火
入
が
出
土

し
た
。
②
は
、
池
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
二
〇
人

一
（長
径
約
七
ｍ
深
さ
約
○
・
八
己

か

ら
出
土
。　
一
七
世
紀
第

一
四
半
期
の
陶
磁
器
が
共
伴
す
る
。

①
は
、
円
形
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
〇
ゴ
ニ

（直
径
約
二
ｍ
深
さ
約
二
・
五
じ

か
ら
出

上
し
た
。　
一
七
世
紀
第
二
四
半
期
の
陶
磁
器
が
共
伴
す
る
。
廷
宝
年
間

（
三
ハ

七
三
―
八
一
）
の
絵
図
で
は
、
津
田
源
右
衛
門

（三
千
石
）
の
屋
敷
地
内
に
比
定

で
き
る
。
い
働
は
、
池
状
遺
構
Ｓ
Ｘ

一
〇
三
四

（長
径
約

一
五
ｍ
深
さ
約
○
・

八
ｍ
）
か
ら
出
土
し
た
。　
一
人
世
紀
末
―

一
九
世
紀
初
頭
の
陶
磁
器
が
共
伴
。

０
１
０
は
、
楕
円
形
の
巨
大
な
土
坑
Ｓ
Ｘ
二
〇
二
四

（長
径
約
一
〇
ｍ
深
さ
約

四
ｍ
）
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
は
概
ね

一
人
世
紀
末
―

一
九
世
紀
初
頭
の

陶
磁
器
で
、
上
層
か
ら
は
軟
質
施
釉
陶
器
の
窯
道
具
や
焼
成
不
良
品
、
隣
接
す

る
本
多
家
の
家
紋
が
蒔
絵
さ
れ
た
漆
膜
な
ど
が
出
土
し
た
。
下
層
は
木
製
品
堆

積
層
と
泥
層
と
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
掘
削
後
暫
時
開
口
し
て
お
り
、
最
終
的

に
ゴ
ミ
穴
と
し
て
埋
め
戻
さ
れ
た
様
子
が
窺
え
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

上
坑
Ｓ
Ｘ
二
〇
一
三

ω
　
。「＜か
な
や
村
九〔眈
促
門

五
斗
二
升
畑
代

（花
押
）

」

。
「
＜
元
和
九
年
　
□
□
□
□
□

拾

月

十

一

日

　

　

　

　

」
　

　

　

　

　

牌
『
巽

∞
叉

ヽ

ｏ
駕

池
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
三
〇
人

一

Ｄ
　
。「斯
熙酢紘
帥
硼　荷但日
□

圭
帥
配□□
□
□
□
□

土
坑
Ｓ
Ｋ
三
〇
五
二

①
　
。
「　
□
□
〔之
ヵ
〕

ｏ
津
田
□
宅
□
□
□
□

。
「
ｏ
　
　
　
　
□
□

（
］
μ
Ｏ
）
×

（
∞
牌
）
×
∞
　
ｏ
∞
牌

（
Ｐ
ヽ
∞
）
×
伽
『
Ｘ
Ｐ
ｐ
　
ｏ
Ｐ
Φ
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池
状
遺
構
Ｓ
Ｘ

一
〇
三
四

い

　

「
ｏ
文
政
十
二
年
ｏ

ｏ
　
　
弐
之
内

ｏ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
］⇔受
ｅ
Φて
ヽ
要

【
宅
ヵ
〕

働

　

「此
ほ
と
り
江
□
よ
り

一
口
無
用

口
□
□
と
の
　
　
　
　
　
（證
叉
『契
心

自
Φ

土
坑
Ｓ
Ｘ
二
〇
三
四

０
　
・
「あ
よ
く
咲
白
」

。
「□
□
　
　
白
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ卜泉
牌契
∞
露

０

　

□
納
豆

□
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ
Ｘ
裏
受
］
墓

０
　
。
「　
　
申
上

打
□
□
□
」

名
同
国
日
日

　

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

『卜溢
卜さ

ｏ３

ω
は
、
上
端
部
に
若
干
の
欠
損
部
が
あ
る
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
字
は
両
面
に
二
行
ず
つ
、
計
四
行
認
め
ら
れ
る
。

裏
面

一
行
日
の

「元
和
九
年
」
以
下
は
、
文
字
の
崩
れ
が
著
し
く
て
判
読
で
き

な
い
。

②
は
、
周
囲
欠
損
が
著
し
い
が
、
原
型
は
隅
取
し
た
方
形
板
と
推
定
さ
れ
る
。

文
字
は
、
表
面
に
は
三
行
、
裏
面
に
は
二
行
が
認
め
ら
れ
る
。
裏
面

「
五
太
」

以
下
は
文
字
の
崩
れ
が
著
し
く
て
判
読
で
き
な
い
。

①
は
、
下
端
が
切
損
す
る
。
表
面
に
三
行
、
裏
面
に

一
行
が
認
め
ら
れ
る
が
、

表
面
に
は
全
面
に
無
数
の
刃
に
よ
る
傷
が
刻
ま
れ
、
ま
な
板
に
転
用
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
墨
痕
の
遺
存
が
不
良
で
、
判
読
で
き
な
い
文
字
が
多
い
。

裏
面
も
墨
痕
が
薄
く
判
読
不
能
で
あ
る
。

い
は
、
遺
存
状
態
が
不
良
だ
が
、
長
方
形
の
形
状
は
原
形
を
ほ
ぼ
と
ど
め
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
下
端
四
ヵ
所
に
は
釘
穴
と
み
ら
れ
る
穿
孔
が
認

め
ら
れ
、
蓋
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
字
は
片
面
に
二
行
が
認

め
ら
れ
る
。

働
は
、
左
端
部
の
欠
損
が
著
し
い
。
文
字
は
片
面
に
二
行
が
認
め
ら
れ
る
。

①
は
、
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
字
は
両
面
に

一

行
ず
つ
認
め
ら
れ
る
が
、
裏
面
の
上
二
文
字
は
、
判
読
で
き
な
い
。

０
は
、
形
態
か
ら
曲
物
の
蓋
と
考
え
ら
れ
る
が
、
上
半
分
と
下
端
が
欠
損
し

て
い
る
。
類
例
か
ら
二
行
日
に
は
寺
院
名
が
記
さ
れ
る
と
推
定
で
き
る
が
、
墨

痕
が
薄
く
て
判
読
が
で
き
な
い
。

①
は
、
左
下
端
が
折
損
し
て
い
る
。
表
面
に
二
行
、
裏
面
に
二
行
が
認
め
ら

れ
る
が
、
墨
痕
が
薄
く
、
「打
」
以
下
は
判
読
で
き
な
い
。
　
　
（庄
田
知
充
）




